
グループホーム桃源郷

　（様式４） 事業所名グループホーム桃源郷

目標達成計画 作成日：　令和　３年　９月　１０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

ハザードマップに載っている地域なので、今後
も定期的に訓練を実施をしていく。

　同一法人内にある介護老人保健施設ハー
モニック東部が福祉避難所に指定を受けて
いることから、合同訓練を行う。

１０月の避難訓練に合わせ、ハーモニック東部
への避難訓練を行う。
関係する行政機関と連携しながら訓練は毎年
定期的に行う。

１ヶ月

2 6

身体拘束は肉体的なものではなく広範囲にわ
たるため、簡単な資料を作成してテーマを決め
た学習会等、機会あるごとに話し合いを重ね
る。

学習会等を定期的に行う。 １０月の御姫尊・桃源郷合同行っている身体拘
束委員会で勤務員全員に資料を配布し学習会
を行う。３月には看護小規模多機能ホーミーハ
ウスがオープンしていることから３施設合同の
学習会とする。学習会は定期的に行う。

１ヶ月

3 23

単に趣味、好き嫌いだけではなく利用者さんの
生きてきた過程を記録し、ホームでその人らしく
イキイキと暮らせるように支援していくためのも
のにしていく。

センター方式の勉強会を行い、これを活用し
利用者のニーズをつかむ。

ケアマネジャーと協力しセンター方式の学習会
を行い、利用者のニーズをつかみ、ケアプラン
に反映させ合わせて日々の生活支援にも活か
していく。

３ヶ月

4 2・49

コロナ禍でも新しい企画で地域との交流、日常
的な外出支援を図る。

　同一法人内施設にある喫茶店を活かした
外出や地域交流を行う。

ライフタブレット端末とスカイプを利用した地域
との交流。法人内の喫茶店を利用した地域交
流。法人内の音楽療法先生指導による音楽会
開催等を行う。

６ヶ月

5 1・１１

理念はその施設の特徴的かつ基本的な考え方
です。分かり易い内容で職員間で共有を図れる
よう一層の努力が必要。職員意見など、記録に
残す。

御姫尊・桃源郷の合同会議において基本方
針の確認を行う。

法人の理念やGH運営の基本方針について職
員間で共有を図ることができるよう意見交換を
行うとともに、職員の意見などを記録に残し、今
後の運営に活かしていく。

６ヶ月

注）

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
複数のユニットを有する事業所において、事業所全体でユニットごとの目標の総括を行う場合は、本様式を１つ作成してください。


